
担

当

課
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室
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目
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岡
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当
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行

政
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続
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お

け
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特

定

の

個

人

を

識

別

す

る

デ

ジ

タ

ル

推

進

課

た

め

の

番

号

の

利

用

等

に

関

す

る

法

律

に

基

づ

く

個

人

番

号

等

の

利

用

及

び

特

定

個

人

情

報

の

提

供

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

（

県

例

規

集

登

載

）
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◎
岡
山
県
規
則
第
三
十
五
号

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個

人
番
号
等
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を

次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
五
月
二
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

く
個
人
番
号
等
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個

人
番
号
等
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
七
年
岡
山
県
規

則
第
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
六
項
第
七
号
中
「
進
学
準
備
給
付
金
」
を
「
進
学
・
就
職
準
備
給
付
金
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
四
項
第
一
号
中

第
二
十
四
号

を

次
項
第
二
十
四
号

に
改
め

同
項
第
七
号
中

進

「

」

「

」

、

「

学
準
備
給
付
金
」
を
「
進
学
・
就
職
準
備
給
付
金
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
第
一
号
中
「
行
政
手
続
に

お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
別
表
第
二
の
主
務
省
令
で
定

め
る
事
務
及
び
情
報
を
定
め
る
命
令
（
平
成
二
十
六
年
内
閣
府
・
総
務
省
令
第
七
号
」
を
「
行
政
手
続

に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
第
十
九
条
第
八
号
に
基
づ

く
利
用
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
命
令
（
令
和
六
年
デ
ジ
タ
ル
庁
・
総
務
省
令
第
九
号
」
に
、

「
第
八
条
第
一
号
」
を
「
第
十
五
条
第
一
号
」
に

「
）
若
し
く
は
」
を
「
）
又
は
」
に
改
め
、
同
項

、

第
二
号
中
「
第
八
条
第
二
号
」
を
「
第
十
五
条
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
十
一
条
第
一

号
」
を
「
第
二
十
条
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
十
一
条
第
二
号
」
を
「
第
二
十
条
第
二

」

、

「

」

「

」

、

号
又
は
第
三
号

に
改
め

同
項
第
五
号
中

第
十
一
条
第
四
号

を

第
二
十
条
第
四
号

に
改
め

「
児
童
福
祉
法
施
行
規
則
」
の
下
に
「

昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
十
一
号

」
を
加
え
、
同
項
第

（

）

六
号
中
「
第
十
二
条
第
一
号
」
を
「
第
二
十
二
条
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
中
「
第
十
二
条
第

三
号
」
を
「
第
二
十
二
条
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
第
八
号
中
「
第
十
二
条
第
四
号
」
を
「
第
二
十
二

条
第
四
号
」
に
改
め
、
同
項
第
九
号
中
「
第
十
二
条
第
六
号
」
を
「
第
二
十
二
条
第
六
号
」
に
改
め
、

同
項
第
十
号
中
「
第
十
二
条
第
八
号
」
を
「
第
二
十
二
条
第
八
号
」
に

「
の
扶
養
義
務
者
」
を
「
と

、

」

、

「

」

「

」

、

同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者

に
改
め

同
項
第
十
一
号
中

第
十
七
条

を

第
四
十
二
条

に
改
め

同
項
第
十
二
号
中
「
第
十
九
条
各
号
」
を
「
第
四
十
四
条
各
号
」
に

「
同
法
第
五
十
五
条
の
四
第
一

、

項
」
を
「
生
活
保
護
法
第
五
十
五
条
の
四
第
一
項
」
に

「
進
学
準
備
給
付
金
の
」
を
「
進
学
・
就
職

、

準
備
給
付
金
の
」
に

「
外
国
人
進
学
準
備
給
付
金
関
係
情
報
」
を
「
外
国
人
進
学
・
就
職
準
備
給
付

、

金
関
係
情
報
」
に
改
め
、
同
項
第
十
三
号
中
「
第
二
十
一
条
第
二
号
、
第
十
号
、
第
十
一
号
又
は
第
十

三
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
」
を
「
第
五
十
一
条
第
二
号
、
第
九
号
、
第
十
号
又
は
第
十
二
号
か
ら
第
十

四
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
第
十
四
号
中
「
第
二
十
二
条
第
二
号
」
を
「
第
五
十
五
条
第
二
号
」
に
改

め
、
同
項
第
十
五
号
中
「
第
二
十
二
条
第
三
号
」
を
「
第
五
十
五
条
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
第
十
六

号
中
「
第
二
十
二
条
第
四
号
」
を
「
第
五
十
五
条
第
四
号
」
に
改
め
、
同
項
第
十
七
号
中
「
第
二
十
二

条
第
五
号

を

第
五
十
五
条
第
五
号

に
改
め

同
項
第
十
八
号
中

第
二
十
二
条
第
六
号

を

第

」

「

」

、

「

」

「

」

、

「

」

「

」

五
十
五
条
第
六
号

に
改
め

同
項
第
十
九
号
中

第
二
十
二
条
第
八
号

を

第
五
十
五
条
第
八
号

に
改
め
、
同
項
第
二
十
号
中
「
第
二
十
二
条
第
十
号
」
を
「
第
五
十
五
条
第
十
号
」
に
改
め
、
同
項
第

二
十
一
号
中
「
第
二
十
二
条
第
十
一
号
」
を
「
第
五
十
五
条
第
十
一
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
十
二
号

中
「
第
二
十
八
条
第
一
号
」
を
「
第
七
十
八
条
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
十
三
号
中
「
第
三
十
五

条
」
を
「
第
九
十
一
条
」
に
改
め
、
同
項
第
二
十
四
号
中
「
第
四
十
四
条
各
号
」
を
「
第
百
二
十
七
条

各
号
」
に

「
外
国
人
進
学
準
備
給
付
金
関
係
情
報
」
を
「
外
国
人
進
学
・
就
職
準
備
給
付
金
関
係
情

、

」

、

「

」

「

」

、

報

に
改
め

同
項
第
二
十
五
号
中

第
五
十
五
条
第
一
号

を

第
百
四
十
六
条
第
一
号

に
改
め
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同
項
第
二
十
六
号
中
「
第
五
十
五
条
第
六
号
」
を
「
第
百
四
十
六
条
第
六
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
十

七
号
中
「
第
五
十
五
条
第
七
号
」
を
「
第
百
四
十
六
条
第
七
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
十
八
号
中
「
第

五
十
五
条
第
九
号
」
を
「
第
百
四
十
六
条
第
九
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
十
九
号
中
「
第
五
十
五
条
第

十
号

を

第
百
四
十
六
条
第
十
号

に
改
め

同
項
第
三
十
号
中

第
五
十
五
条
第
十
一
号

を

第

」

「

」

、

「

」

「

百
四
十
六
条
第
十
一
号
」
に

「
又
は
」
を
「
又
は
当
該
届
出
に
係
る
」
に
改
め
、
同
項
第
三
十
一
号

、

中
「
第
五
十
八
条
第
一
号
」
を
「
第
百
五
十
三
条
第
一
号
」
に

「
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
（
就
学

、

支
援
金
を
い
う
。
次
条
第
四
項
第
一
号
ロ
に
お
い
て
同
じ

」
を
「
規
定
に
よ
る
就
学
支
援
金
」
に
、

。
）

「
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
二
年
政
令
第
百
十
二
号
）
第

一
条
第
二
項
の

を

同
法
第
三
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る

に
改
め

同
項
第
三
十
二
号
中

第

」

「

」

、

「

五
十
八
条
第
二
号
」
を
「
第
百
五
十
三
条
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
第
三
十
三
号
中
「
第
五
十
九
条
の

」

「

」

、

「

」

三
第
一
号

を

第
百
六
十
条
第
一
号

に
改
め

同
項
第
三
十
四
号
中

第
五
十
九
条
の
三
第
二
号

を
「
第
百
六
十
条
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
中

第
四
十
四
条
各
号

を

第
百
二
十
七
条
各
号

に
改
め

同
項
第
一
号
中

第

「

」

「

」

、

「

四
十
四
条
第
一
号
ナ
」
を
「
第
百
二
十
七
条
第
一
号
ウ
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
四
十
四
条
第

一
号
ラ
」
を
「
第
百
二
十
七
条
第
一
号
ヰ
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
九
条
各
号
」
を
「
第
四

十
四
条
各
号
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
十
九
条
第
一
号
ナ
」
を
「
第
四
十
四
条
第
一
号
ウ
」
に

改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
十
九
条
第
一
号
ラ
」
を
「
第
四
十
四
条
第
一
号
ヰ
」
に
改
め
、
同
条
第
三

項
第
一
号
中
「
第
十
九
条
第
一
号
ナ
」
を
「
第
四
十
四
条
第
一
号
ウ
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第

十
九
条
第
一
号
ラ
」
を
「
第
四
十
四
条
第
一
号
ヰ
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
第
一
号
中
「
第
五
十
八
条

第
一
号
に

を

第
百
五
十
三
条
第
一
号
に

に
改
め

同
号
イ
中

第
五
十
八
条
第
一
号
イ

を

第

」

「

」

、

「

」

「

百
五
十
三
条
第
一
号
イ
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
の
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
」
を
「
の
規
定
に
よ
る

」

、

「

」

「

」

就
学
支
援
金

に
改
め

同
項
第
二
号
中

第
五
十
八
条
第
二
号
に

を

第
百
五
十
三
条
第
二
号
に

に
改
め
、
同
号
イ
中
「
第
五
十
八
条
第
二
号
イ
」
を
「
第
百
五
十
三
条
第
二
号
イ
」
に
改
め
、
同
条
第

五
項
中
「
第
二
十
三
条
第
二
号
に
」
を
「
第
六
十
一
条
第
二
号
に
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
二

十
三
条
第
二
号
イ
」
を
「
第
六
十
一
条
第
二
号
イ
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
第
一
号
中
「
第
二
十
三
条

第
二
号
イ
」
を
「
第
六
十
一
条
第
二
号
イ
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
第
二
十
四
条
に
」
を
「
第
六

十
五
条
に
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
二
十
四
条
第
一
号
」
を
「
第
六
十
五
条
第
一
号
」
に
改
め

る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
五
月
二
十
七
日
か
ら
施
行
す
る
。
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